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あぜ波シートを水田内の畦畔際に設置することにより、イネミズゾウムシ成虫の水田内部への侵入を抑制し、
成虫による被害を低減することができると考えられた。

あぜ波シートの内側では、無処理区100に対し、成虫密度0～7.4、成虫被害度3.2～16.8、幼虫・蛹寄生密度
16.8であった。

水面からあぜ波シート上部までの高さは、調査期間中15.4cm～19.2cmで推移した。

移植直後にあぜ波シート（商品名：アゼナミ、㈱タキロンプロテック製，0.5mm×35cm×20m）を畦畔から約50㎝
（畦畔から１条目と２条目の間）に設置し、その後の寄生成虫密度、成虫被害度、寄生幼虫密度を調査した。
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　あぜ波シートを水稲移植直後に水田内の畦畔際に設置することにより、水田内部へのイネミズゾウムシ成虫の侵
入を抑制することができる。
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